
１　開　会

２　議　題

（１）第４次大阪市食育推進計画の取組状況について

　　　　　・第４次大阪市食育推進計画の概要について

　　　　　・各所属における基本テーマの取組について 資料１

　　　　　・第４次大阪市食育推進計画の進捗状況について 資料２

　　　　　・令和６年度食育月間の取組等について 資料３

（２）第１回第４次大阪市食育推進連絡調整会議の開催について 資料４

（３）その他

３　閉　会

大阪市食育推進庁内検討会議　次第　

日時：令和７年１月２３日（木）１６時００分～

場所：市役所地下１階 第８共通会議室



委員名

1 天王寺区役所 保健・生活支援担当課長代理 黒田　泰子

2 経済戦略局産業振興部 農業担当課長 東浦　圭司

企画課長 嶋谷　拓弥

（代理）企画課長代理 柴崎　智行

4 市民局 消費者センター所長 姫野　洋二

5 福祉局高齢者施策部 地域包括ケア推進課長 松井　明日香

6 福祉局高齢者施策部 認知症施策担当課長 永石　真知子

7 こども青少年局子育て支援部 管理課長 寺田　晃

8 こども青少年局幼保施策部 指導担当課長 合田　雅世

保育所運営課長 惠　豊和

（代理）保育所運営課長代理 中岡　圭太

10 環境局事業部 家庭ごみ減量課長 上原　麻子

11 教育委員会事務局指導部 保健体育担当課長 山﨑　行宏

初等・中学校教育担当課長 乘京　慎二

（代理）次席指導主事 関之尾　文雄

13 保健所 管理課長 林　智世子

14 健康施策課長 片桐　幹雄

15 生活衛生課長 堀　哲也

16 健康づくり課長 揚　久恵

17 保健主幹 貴田　利秋

18
歯科口腔保健担当医務主幹

兼福祉局高齢者施策部医務主幹

兼こども青少年局子育て支援部医務主幹

蒲生　祥子

19
健康づくり課医長

兼保健所保健医療対策課医長

兼西淀川区役所保健福祉課医長

植田　英也

大阪市食育推進庁内検討会議委員名簿

所　　　属

健康局健康推進部

3 中央卸売市場

9 こども青少年局幼保施策部

12 教育委員会事務局指導部



各所属における基本テーマの取組 資料１

健康局　健康づくり課・保健所管理課

共有テーマ　「減塩しよう」

・啓発用媒体の作成

　減塩のレシピ等を掲載した「たべやんの減塩新聞」を

食育講座、食育イベント等で配布した。また、減塩の

レシピをクックパッド公式キッチン「大阪市たべやんレシ

ピ」に掲載した。

・減塩をはじめ、基本テーマの啓発用のクリアファイルを

作成し、食育講座、食育イベント等で配布した。

・特定給食施設を通じた食育の推進

 　事業所等で継続的に食事を提供する施設の管理者及び関係者等に対し、

適切な給食の運営、喫食者の健康に配慮した食事の提供、食生活に関する

正しい情報提供が行なわれるよう、巡回指導を実施している。令和６年度は、

巡回時に大阪市食育推進キャラクター「たべやん」を活用した減塩啓発ポスター

を対象施設に配付し、給食施設利用者の健康づくりにつながる行動変容を促

している。

                         【特定給食施設　196施設】　（令和６年10月末現在）

・短大生に対する食育講座の実施

  市民の健康づくり・食生活改善をすすめるためには家庭の食事だけでなく、外食やそうざい等を購入して食べる中食

をも含めた食生活管理が重要であり、食環境整備の一環として、栄養成分表示の活用方法や正しい健康栄養情

報の普及啓発を行っていく必要がある。特に若い世代は、朝食欠食者が多い等食に課題が多く、健康や食生活に対

する意識が低い上に、外食・中食が多いといった現状があることから、大阪夕陽丘学園短期大学に在学する学生に

対し、食育講座を実施し、減塩の啓発を行った。

                                                                                                                【２回　57人】

・食育学生ボランティアの養成

  若年層の時期から自らの健康に関心を持ち、これからのライフステージにおいて主体的に健康づくりに取り組むことが

できるよう、早期からの正しい食生活・生活習慣形成に対する働きかけが重要である。そこで、本市に管理栄養士養

成課程を設置している大学に在籍している学生を対象として、将来保護者になる世代でもある自身の健康づくりにつ

いて再認識し、望ましい食生活・生活習慣の形成、将来の生活習慣病予防と健康寿命の延伸につながる内容で講

座を実施する。講座終了後、講座受講者には本市が実施する若者を対象としたイベント等にボランティアとして従事し

てもらい、参加者に対して減塩レシピを配付し、早期からの正しい食生活・生活習慣の形成を促す。

令

和

６

年

度



その他の基本テーマ　「バランスよく食べよう」「野菜を食べよう」

・食環境づくり推進事業（やさいTABE店事業）

市民の健康寿命の延伸と、生活習慣病のリスク低下のため、食生活の改善と野菜摂取量増加を目的とし、野菜をた

くさん食べることができる飲食店等を対象とした登録制度を行っている。大阪市HPへの登録店舗リストの掲載とリーフ

レット作成による事業周知を行った。

                                                                                【245店舗】（令和６年10月末現在）

その他の基本テーマ　「野菜を食べよう」

・やさいチェックの実施

食育月間である６月を中心に、ベジチェックを用いた簡易野菜摂取量診断（やさいチェック）と今後の野菜摂取量

増加・食生活改善へ行動変容を促すための指導を区役所等と連携して実施した。

                                                                            【18回　2892人】（令和6年11月末現在）

・政策企画室のイベントと連携し、野菜摂取量増加・食生活改善へ行動変容を促すための啓発を実施した。

                                                                                            【1回　95人】

その他の基本テーマ　「朝ごはんを食べよう」

・「大阪市朝食月間　－朝ごはんを食べよう！－」

　夏休み等で、生活リズムが乱れがちな夏が終わる9月を「大阪市朝食月間」とし、子どもから大人まで全ての世代

が、朝食の重要性を再認識し、望ましい食生活と生活リズ

ムを整えるきっかけとなるよう啓発を行った。

期間：令和６年9月1日～9月30日までの1カ月間

　①	講座、イベント等による啓発　　　　　 　【４６３回３,０４３人】

　②	リーフレット等の配布による啓発　　　    【６,９２８枚】

　③	広報誌・インターネット等による啓発　   【５７回】

その他の基本テーマ　「バランスよく食べよう」「朝ごはんを食べよう」「野菜を食べよう」「よく見て食べよう」

・食育イベントの実施

外食や中食利用者の多くを占める青壮年層に対し、栄養成分表示の活用、栄養バランスの重要性、野菜摂取増

加等についての普及啓発をさらに推進させるため、市内大学のキャンパスや会社の社員食堂、商業施設等に会場提

供等協力を得て、啓発用媒体の展示、体験型の食育ゲーム等を取り入れた食育イベントを実施している。

                                                                                【17回　957人】（令和６年11月末現在）

その他の基本テーマ　「大切に食べよう」

・「給食施設における災害時等の食事提供に関する手引き」の更新と、取り組み事例の充実

　保健所が作成し大阪市ホームページに掲載している「給食施設における災害時等の食事提供に関する手引き」に

ついて、令和６年３月に更新を行った。引き続き巡回指導時に手引きを活用し災害時の食事提供体制の整備がな

されるよう助言・指導を行っている。また災害時対応の研修や訓練の事例について聞き取りを行いホームページに掲載

している。

【事例掲載　　令和７年１月　２件追加予定】

 ・ 大阪市食生活改善推進員協議会と協力して作成した「パッククッキング

レシピ」を大阪市ホームページに掲載・配付し、広く調理方法について周知

するとともに、市民参加の調理実習等で活用できるようすすめている。

【レシピ配付数　　1,070枚】

令

和

６

年

度



令

和

7

年

度

共有テーマ　「野菜を食べよう」

・野菜摂取量増加に向けた啓発媒体を作成し、食育講座、食育イベント等で配布する。また、クックパッド公式キッチ

ン「大阪市たべやんレシピ」にも掲載する。

・食育ボランティア（大阪市食生活改善推進員協議会）の活動支援

 食育ボランティアとして各地域で積極的に活動している大阪市食生活改善推進員協議会に対し、地域での活動に

取組んでいただけるよう令和７年度の共有テーマについての研修会を開催する。

また、地域に密着した取組を行えるようレシピを作成し、バランスメニューの紹介や調理体験を盛り込んだ食育が行える

よう支援する。

・特定給食施設を通じた食育の推進

 事業所等で継続的に食事を提供する施設の管理者及び関係者等に対し、適切な給食の運営、喫食者の健康に

配慮した食事の提供、食生活に関する正しい情報提供が行なわれるよう、巡回指導を実施している。令和７年度は

巡回時には野菜摂取量増加を啓発するポスターを対象施設に配付し、給食施設利用者の健康づくりにつながる行

動変容を促す。

・食環境づくり推進事業（やさいTABE店事業）

  市民の健康寿命の延伸と、生活習慣病のリスク低下のため、食生活の改善と野菜摂取量増加を目的とし、野菜を

たくさん食べることができる飲食店等を対象とした登録制度を行っている。大阪市HPへの登録店舗リストの掲載とリー

フレット作成による事業周知を行う。

・やさいチェックの実施

  食育月間である６月を中心に、ベジチェックを用いた簡易野菜摂取量診断（やさいチェック）と今後の野菜摂取量

増加・食生活改善へ行動変容を促すための指導を実施し、さらに3～5か月後に行動変容の結果検証を兼ねたやさ

いチェックを再度実施するという取り組みを区役所等と連携して実施する。

その他の基本テーマ　「朝ごはんを食べよう」

・大阪市朝食月間　9月1日～30日

　夏休み等で夜更かしすることが多く生活リズムが乱れがちな夏が終わる9月を「大阪市朝食月間」とし、朝食を食べ

る習慣を再認識するよう啓発する。

その他の基本テーマ　「バランスよく食べよう」「朝ごはんを食べよう」「野菜を食べよう」「一緒に食べよう」「よく噛んで食べよう」「よく見て食べよう」「大切に食べよう」

・ライフステージ別の取組

　母子保健事業（妊婦教室、離乳食講習会、乳幼児健診、地域ふれあい子育て教室）、食育講座、地域健康

講座等において、食育に関心を持ち、実践できるよう、正しい知識・情報の普及、実践のための支援を実施。

・「食育推進ネットワーク情報誌」を発行し、各区食育推進ネットワークを通じて配布。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【２回５２２枚】（１１月末現在）

・ホームページ等による情報発信

広報紙や市・各区ホームページ、各区ＳＮＳ、食育情報発信Facebook「たべやん通信」に食育に関する情報発信

を実施。

令

和

６

年

度



令

和

7

年

度

その他の基本テーマ　「バランスよく食べよう」「朝ごはんを食べよう」「減塩しよう」「よく見て食べよう」

・食育イベントの実施

  外食や中食利用者の多くを占める青壮年層に対し、栄養成分表示の活用、栄養バランスの重要性、減塩等につ

いての普及啓発をさらに推進させるため、市内大学のキャンパスや会社の社員食堂、商業施設等に会場提供等協力

を得て、啓発用媒体の展示、体験型の食育ゲーム等を取り入れた食育イベントを実施する。

・食育学生ボランティアの養成

若年層の時期から自らの健康に関心を持ち、これからのライフステージにおいて主体的に健康づくりに取り組むことがで

きるよう、早期からの正しい食生活・生活習慣形成に対する働きかけが重要である。そこで、本市に管理栄養士養成

課程を設置している大学に在籍している学生を対象として、将来保護者になる世代でもある自身の健康づくりについ

て再認識し、望ましい食生活・生活習慣の形成、将来の生活習慣病予防と健康寿命の延伸につながる内容で講座

を実施する。講座終了後、講座受講者には本市が実施する若者を対象としたイベント等にボランティアとして従事して

もらい、参加者に対して減塩レシピを配付し、早期からの正しい食生活・生活習慣の形成を促す。

その他の基本テーマ　「バランスよく食べよう」「朝ごはんを食べよう」「減塩しよう」「一緒に食べよう」「よく噛んで食べよう」「よく見て食べよう」「大切に食べよう」

・ライフステージ別の取組

　母子保健事業（妊婦教室、離乳食講習会、乳幼児健診、地域ふれあい子育て教室）、食育講座、地域健康

講座等において、食育に関心を持ち、実践できるよう、意識づくりや正しい知識・情報の普及、実践のための支援を実

施する。

・「食育推進ネットワーク情報誌」を発行し、を発行し、各区食育推進ネットワークを通じて配布を行う。

・ホームページ等による情報発信

広報紙や市・各区ホームページ、各区ＳＮＳ、食育情報発信Facebook「たべやん通信」に食育に関する情報を掲

載し、健康・栄養情報の発信を行う。



福祉局　高齢者施策部　地域包括ケア推進課

令

和

６

年

度

その他の基本テーマ　「バランスよく食べよう」

〇生活支援型食事サービス事業

　在宅高齢者等の自立した生活の確保を図るため、関連サービスの利用調整を行いながら、訪問により栄養バランス

のとれた食事を配達することで、対象高齢者等の安否確認を行うことを目的とする事業です。

　令和2年度より、献立作成にあたり、「日本人の食事摂取基準」及び「地域高齢者の健康支援を推進する配食事

業の栄養管理に関するガイドライン」に沿ったものとなるように、参考とするべき基準を示しました。栄養バランスのとれた

食事を提供できるよう引き続き取り組みます。

令

和

7

年

度

その他の基本テーマ　「バランスよく食べよう」

〇生活支援型食事サービス事業

　在宅高齢者等の自立した生活の確保を図るため、関連サービスの利用調整を行いながら、訪問により栄養バランス

のとれた食事を配達することで、対象高齢者等の安否確認を行うことを目的とする事業です。

　令和2年度より、献立作成にあたり、「日本人の食事摂取基準」及び「地域高齢者の健康支援を推進する配食事

業の栄養管理に関するガイドライン」に沿ったものとなるように、参考とするべき基準を示しました。栄養バランスのとれた

食事を提供できるよう引き続き取り組みます。

経済戦略局　産業振興部　農業担当

令

和

６

年

度

令

和

7

年

度

農業イベント、本市HP、プロモーション動画にて市内の農産物のPRを行い、市民に野菜を中心とした食べ物について

学んでいただく。

参考：本市HP「大阪市農業サポーターについて

https://www.city.osaka.lg.jp/keizaisenryaku/page/0000484402.html

参考：本市HP「令和６年度 市内産農水産物のプロモーション動画について」

https://www.city.osaka.lg.jp/keizaisenryaku/page/0000632783.html

共有テーマ　「野菜を食べよう」

農業イベント、本市HP、プロモーション動画にて市内の農産物のPRを行い、市民に野菜を中心とした食べ物について

学んでいただく。

参考：本市HP「大阪市農業サポーターについて

https://www.city.osaka.lg.jp/keizaisenryaku/page/0000484402.html

参考：本市HP「令和６年度 市内産農水産物のプロモーション動画について」

https://www.city.osaka.lg.jp/keizaisenryaku/page/0000632783.html

その他の基本テーマ　「野菜を食べよう」



その他の基本テーマ　「よく噛んで食べよう」

〇介護予防教室

高齢者が要支援・要介護状態になることをできる限り予防し自立した活動的な生活を送ることができるよう、１地域

あたり年間12回のプログラムを実施し、内１回以上は食事・栄養と口腔機能に関する講話や実習等を採り入れたフ

レイル予防、介護予防に資するプログラムを実施。

福祉局　高齢者施策部　地域包括ケア推進課

令

和

６

年

度

その他の基本テーマ　「バランスよく食べよう」

令

和

7

年

度

その他の基本テーマ　「バランスよく食べよう」

〇ハイリスク高齢者への家庭訪問事業

フレイルリスクが高いと考えられる閉じこもりがちな高齢者を保健師が訪問し、フレイルリスクのひとつである「低栄養」の

可能性がある対象者について、要介護状態への移行をできる限り予防することを目的に、生活面や療養上の保健指

導を行い、必要に応じて関係機関と連携し支援を実施。

〇ハイリスク高齢者への家庭訪問事業

フレイルリスクが高いと考えられる閉じこもりがちな高齢者を保健師が訪問し、フレイルリスクのひとつである「低栄養」の

可能性がある対象者について、要介護状態への移行をできる限り予防することを目的に、生活面や療養上の保健指

導を行い、必要に応じて関係機関と連携し支援を実施。

〇ホームページ、認知症アプリ等による情報発信

大阪市ホームページ、認知症アプリ等を活用した情報発信「備えあればフレイルなし！」と題して啓発用リーフレットを

作成・掲載し、フレイル予防の４つの柱のひとつとして「低栄養」予防をテーマに周知・啓発を実施。

その他の基本テーマ　「バランスよく食べよう」「よく噛んで食べよう」

その他の基本テーマ　「よく噛んで食べよう」

〇介護予防教室

高齢者が要支援・要介護状態になることをできる限り予防し自立した活動的な生活を送ることができるよう、１地域

あたり年間12回のプログラムを実施し、内１回以上は食事・栄養と口腔機能に関する講話や実習等を採り入れたフ

レイル予防、介護予防に資するプログラムを実施。 【令和６年11月末現在の事業実績】

食事栄養：実施回数278回、参加者数3,260人

口腔機能：実施回数265回、参加者数2,960人

○地域リハビリテーション活動支援事業

住民主体で開催する口腔機能向上のためのかみかみ百歳体操を実施している通いの場に対し、歯科衛生士等を派

遣し、効果的かつ安全な体操方法の助言や口腔機能の測定、セルフチェックの実施、口腔ケアについての指導等を

実施。

【令和６年11月末現在の事業実績】

　かみかみ百歳体操：実施回数69回、参加者数885人

その他の基本テーマ　「バランスよく食べよう」「よく噛んで食べよう」

〇ホームページ、認知症アプリ、福祉局X等による情報発信

大阪市ホームページ、認知症アプリ、福祉局X等を活用した介護予防・フレイル予防の情報発信の中で、フレイル予

防の柱のひとつである低栄養予防の他、かみかみ百歳体操について周知・啓発を実施。

○地域リハビリテーション活動支援事業

住民主体で開催する口腔機能向上のためのかみかみ百歳体操を実施している通いの場に対し、歯科衛生士等を派

遣し、効果的かつ安全な体操方法の助言や口腔機能の測定、セルフチェックの実施、口腔ケアについての指導等を

実施。



こども青少年局　幼保施策部　幼保企画課

令

和

６

年

度

共有テーマ　「減塩しよう」

令

和

7

年

度

共有テーマ　「野菜を食べよう」

その他の基本テーマ　「朝ごはんを食べよう」

その他の基本テーマ　「朝ごはんを食べよう」

教育・保育施設等（認可保育所・認定こども園・地域型保育事業所）に向けて食育の推進を図っており、令和６

年度は「減塩しよう」をテーマに取り組んだ。

　リーフレット「とりすぎていませんか？ 塩」の作成・配付

　　保護者に食塩の過剰摂取に留意することの重要性を訴える内容のリーフレットを作成し、「食育月間」に各施設

  で活用できるように配付した。

                                                                               【737施設】（令和６年５月末現在）

「元気もりもり朝ごはん」の取り組み

「こどもの朝食欠食の減少につながる」ことを目的として、公立保育所の4・５歳児等を対象に、朝食に関する紙芝居

を実施している。

                                                                              【178回　2,977人】（令和６年12月末現

在）

また、保護者向けの朝食に関するリーフレットを作成・配付し、啓発を行った。

                                                                              【4,585枚】（令和6年４月末現在）

朝食月間に、教育・保育施設等（認可保育所・認定こども園・地域型保育事業所）を対象とした啓発用リーフレッ

ト（ポスター）を作成・配付した。

                                                                               【769施設】（令和６年８月末現在）

教育・保育施設等（認可保育所・認定こども園・地域型保育事業所）に向けて食育の推進を図っており、令和７

年度は「野菜を食べよう」をテーマに取り組む。

　リーフレット「野菜を食べよう」（仮題）の作成・配付

　　保護者に野菜を食べることの重要性を訴える内容とする。

　　「食育月間」における各施設での取り組みで活用できるように作成・配付する。

「元気もりもり朝ごはん」の取り組み

「こどもの朝食欠食の減少につながる」ことを目的として、公立保育所の4・５歳児等を対象に、朝食に関する紙芝居

を実施する。

また、保護者向けの朝食に関するリーフレットを作成・配付し、啓発を行う。



令

和

６

年

度

その他の基本テーマ　「野菜を食べよう」

保育所

0歳児～5歳児、それぞれの年齢に合わせて食育を実施した。

例えば、

・きゅうりや人参等を触ったり、匂いをかいだ。

・ピーマンの種取りをしてもらう。調理室でピーマンを半分に切って持っていき、ピーマンの匂いをかいだりし種取りをした。

・とうもろこしの皮をむいてもらう。一人に一本渡し、外側の皮から一枚ずつむいていくとむきやすいことや、ひげの数ととうもろこ

しの粒の数が同じであること等の説明をし皮をむいてもらった。

・人参や大根の型抜きをした。少しゆがいて柔らかくしておくと子どもたちが型抜きしやすい。

ピーマン、人参は昼食に、とうもろこしはおやつに調理し提供した。喫食状況を見に行った際に子どもたちが自分たちで給食

のお手伝いをした野菜が調理されていることに喜んでいる様子や美味しいと嬉しそうな声を聞いたりし、苦手な野菜でもよく

食べていたりする姿が見られた。このような食育の取組により、子どもたちの食べることへの興味に繋げていった。

　・「野菜を食べよう」をテーマに食育を実施した。

　　　　564回　　　　　10830人

こども青少年局　幼保施策部　保育所運営課

共有テーマ　「減塩しよう」

○地域子育て支援センターでは、乳幼児を家庭保育している保護者を対象とした、離乳食や手作りおやつ等の食に関す

る講座を定期的に開催しています。各講座を計画する際には、大阪市食育推進計画共有テーマ「減塩しよう」を組み入

れ、１年を通して啓発しています。

・こども青少年局発行の食育リーフレットや食の情報誌「ぱくぱく」を活用し、共有テーマ『減塩しよう』を啓発する

・食に関連する講座で、だしの種類やその特徴、基本のだしの取り方を紹介し、だしの「うま味」や「香り」を活用した離乳食

等の調理方法を伝える

・１年間を通して、季節に応じた旬の食材を紹介し、素材を生かすことで、うす味でもおいしく調理できることを伝える

令和６年度　共有テーマ「減塩しよう」の取り組み

　　　　　【 486回　1968人 】（11月末現在）

○保育所部門監理主任を通して、今年度の共有基本テーマは「減塩しよう」であることを各職場に情報提供し、入所児

童の保護者に配付する「食事だより」に「減塩しよう」に関連した内容を選び掲載して啓発するように伝えた。

他にも、食育活動のひとつとして、調理員が児童の喫食状況を調査する際に、ひとり一人に合った言葉を選び、減塩につい

て理解するのがまだ難しい児童にもわかりやすいような声かけをした。

また、保育所入所児童の保護者や地域子育て支援センター利用者に向けた食の情報誌「ぱくぱく」も、「減塩しよう」を

テーマに年４回作成し、掲示や配付した。

 

＜取組み報告＞

・食事だよりにて「減塩しよう」について啓発した。

50回　　　　　　　　　4372人

・児童の給食喫食状況調査にて「減塩しよう」に関連する声かけをした。

７回　　　　　　　　　276人

・食の情報誌「ぱくぱく」を作成し発行、各保育所にて掲示した。

年4回発行　53カ所の保育所にて掲示

その他の基本テーマ　「朝ごはんを食べよう」

地域子育て支援センターでは、こども青少年局発行の食育リーフレットや食の情報誌「ぱくぱく」を活用し、あそびのひろば内

や各区役所と連携し市民が参加する食育イベント等で朝ごはんの大切さや栄養バランスのよい保育所献立を紹介する等

の啓発を実施した。

　　【 360回　　1029人 】　（９月 大阪市朝食月間の取り組み）



令

和

7

年

度

共有テーマ　「野菜を食べよう」

○地域子育て支援センターでは、乳幼児を家庭保育している保護者を対象とした、離乳食や手作りおやつ等の食に関す

る講座を定期的に開催しています。各講座を計画する際には、大阪市食育推進計画共有テーマ「野菜を食べよう」を組

み入れ、１年を通して啓発ができるようにします。

・こども青少年局発行の食育リーフレットや食の情報誌「ぱくぱく」を活用し、共有テーマ『野菜を食べよう』を啓発する

・食に関連する講座で、天然だしの種類・特徴・取り方を紹介し、だしを活用することで野菜のうま味・甘みが引き出されお

いしく調理できることを伝える

・１年間を通して、季節に応じた旬の食材を紹介し、毎日の食事に野菜を取り入れることを啓発する

○保育所では、毎月の給食献立表や食事だより等で食育活動や食事の様子等、食に関連することを保護者にお知らせ

する。

食育活動のひとつとして子どもたちが菜園で育て収穫した野菜を調理し提供することで、子どもたちに野菜を身近に感じて

もらい、楽しい食事に繋げる。

また、年４回発行している食の情報誌「ぱくぱく」も「野菜を食べよう」をテーマに沿った内容で作成し、掲示や配布する予

定。

＜取組み報告＞

・食の情報誌「ぱくぱく」を作成し発行、各保育所にて掲示した。

年4回発行　50カ所の保育所にて掲示

令

和

６

年

度

その他の基本テーマ　「一緒に食べよう」

保育所

0歳児～5歳児、それぞれの年齢に合わせて食育を実施した。

・給食を弁当箱に詰める。お弁当屋さんごっこと称し、調理従事者がお弁当屋さんになり、児童が制作したコインと引き換え

にお弁当をもらい、みんなで一緒に食べた。

・人参などの野菜を型抜きし給食の上にトッピングして提供した。全員を対象にしたり、お誕生月の児童を対象にしたりと児

童に喜んでもらえるように考えて実施した。

器の形状を変えるだけで、苦手な献立や食の細い児童も完食できたり、「お花の人参が入ってて最後に食べた」等の声が

聞かれ、児童が毎日の給食をみんなで喜び一緒に食べることの楽しさに繋げていった。

・「一緒に食べよう」をテーマに食育を実施した。

　　　125回　　　　　5031人

環境局　事業部　家庭ごみ減量課

令

和

６

年

度

その他の基本テーマ　「大切に食べよう」

手つかずのまま捨てられている食品や食べ残しといった「食品ロス」を削減するため、本市ホームページや各種講座、イ

ベントにおいて、「フードドライブ」、「生ごみ３きり運動」、「30・10運動」の推進に向けた啓発を実施している。さらに、

食品ロス削減月間である10月には、本市との連携協定に基づき、市立小学校の全児童に配付されている子ども環

境情報紙「エコチル」に「食品ロス」の特集記事を寄稿した。

また、食材やエネルギーを無駄にせず、生ごみを減らすことを、買い物から調理、食事、後片付けまでの一連の流れの

中で実践する「調理の工夫で食品ロスを減らす料理教室」を開催している。

令

和

7

年

度

その他の基本テーマ　「大切に食べよう」

手つかずのまま捨てられている食品や食べ残しといった「食品ロス」を削減するため、本市ホームページやイベントにおい

て、「フードドライブ」、「生ごみ３きり運動」、「30・10運動」の推進に向けた啓発を引き続き実施する予定である。

また、食材やエネルギーを無駄にせず、生ごみを減らすことを、買い物から調理、食事、後片付けまでの一連の流れの

中で実践する「調理の工夫で食品ロスを減らす料理教室」を引き続き開催する予定である。



教育委員会事務局　指導部　保健体育担当

令

和

６

年

度

共有テーマ　「減塩しよう」

・児童生徒に対して、各種食育指導資料を通じて「減塩」に関する啓発を行った。

・給食だより、食育だより

・食育つうしん

・食に関する指導資料（給食時間での指導に活用）

【食に関する指導資料　９月分より】

その他の基本テーマ　「バランスよく食べよう」「朝ごはんを食べよう」「よく噛んで食べよう」

〇保護者・地域・市民等を対象として、食育展の開催し、食育に関連した展示等を通じて啓発を行った。

　　　・各区での実施（未確定）

　　　・市役所ロビーでの実施　（令和６年11月）

　【学校における食育展　市役所ロビーで開催】

〇保護者を対象として試食会を開催し、給食や基本テーマに関する講話、掲示等を通じて啓発

を行った。（＊取りあげたテーマは未確定）

〇栄養教育推進事業において、児童生徒への食に関する指導の授業を行ったり、配付資料を通じて家庭への啓発

を行ったりした。（＊取りあげたテーマは未確定）



令
和
7
年
度

共有テーマ　「野菜を食べよう」
・栄養教育推進事業において、児童⽣徒への食に関する指導の授業を⾏ったり、配付資料を通じて家庭への啓発を
⾏ったりする。
・中学校における食育指導資料「食育つうしん」のテーマに「野菜について」を取りあげ、⽣徒への指導を⾏うとともに、
家庭への啓発を⾏う。
・児童⽣徒に対して、給食の時間に、給食献⽴と野菜を関連付けて指導を⾏う。
・保護者、地域、市⺠等を対象とした「食育展」を開催し、展⽰等を通じて啓発を⾏う。
・保護者を対象とした「学校給食試食会」を開催し、「野菜について」等の講話を通じて啓発を⾏う。

その他の基本テーマ　「バランスよく食べよう」「朝ごはんを食べよう」「減塩しよう」「⼀緒に食べよう」「よく噛んで食べよう 」「よく⾒て食べよう」「大切に食べよう」

・栄養教育推進事業において、児童⽣徒への食に関する指導の授業を⾏ったり、配付資料を通じて家庭への啓発を
⾏ったりする。
・中学校における食育指導資料「食育つうしん」で基本テーマを取りあげ、⽣徒への指導を⾏うとともに、家庭への啓発
を⾏う。
・児童⽣徒に対して、給食の時間に、給食献⽴と基本テーマを関連付けて指導を⾏う。
・保護者、地域、市⺠等を対象とした「食育展」を開催し、展⽰等を通じて啓発を⾏う。
・保護者を対象とした「学校給食試食会」を開催し、基本テーマについての講話を通じて啓発を⾏う。

健康局　健康推進部　⽣活衛⽣課

令
和
６
年
度

その他の基本テーマ　「よく⾒て食べよう」
若い世代を対象とした食品衛⽣講習会
高校⽣、大学⽣及び専門学校⽣等、若い世代に対して、食⾁はしっかり加熱して食べるよう注意することや、加熱不
⼗分で喫食した場合はカンピロバクター食中毒に罹患するリスクがあることについて周知するため、食品衛⽣講習会を
実施した。

事業実績　未集計

 ※講習会時の配布資材（食中毒リスクの啓発用リーフレット）
（表⾯）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（裏⾯）

令
和
7
年
度

その他の基本テーマ　「よく⾒て食べよう」
若い世代を対象とした食品衛⽣講習会
高校⽣、大学⽣及び専門学校⽣等、若い世代に対して、食⾁はしっかり加熱して食べるよう注意することや、加熱不
⼗分で喫食した場合はカンピロバクター食中毒に罹患するリスクがあることについて周知するため、食品衛⽣講習会を
⾏う。



第４次大阪市食育推進計画の進捗状況 資料２

◆　ライフステージに応じた食育

○家庭・地域における食育

【胎児期・乳幼児期】

令和５年度 令和６年度

妊婦教室（栄養関係） 人／回 1,710／210 1,177／140
11月末
現在

①順調 健康局 健康づくり課

離乳食講習会 人／回 2,465／300 1,617／202
11月末
現在

①順調 健康局 健康づくり課

乳幼児健診時啓発（栄養関係） 人／回 14,677／333 13,716／324
11月末
現在

①順調 健康局 健康づくり課

地域ふれあい子育て教室（栄養関係） 人／回 1,826／265 1,354／176
11月末
現在

①順調 健康局 健康づくり課

【少年期】

令和５年度 令和６年度

食育講座 人／回 3,965／256 2,790／164
11月末
現在

①順調 健康局 健康づくり課

【青壮年期】

令和５年度 令和６年度

地域健康講座（栄養関係） 人／回 2,849／222 2,396／149
11月末
現在

①順調 健康局 健康づくり課

食生活習慣改善指導事業 人／回 4,507／305 3,985/227
11月末
現在

①順調 健康局 保健所管理課

【高齢期】

令和５年度 令和６年度

介護予防地域健康講座（栄養関係） 人／回 3,550／233 2,454／159
11月末
現在

①順調 健康局 健康づくり課

介護予防教室 人／回 5,050／450 3,260／278
11月末
現在

①順調 福祉局
地域包括ケ
ア推進課

生活支援型食事サービス事業 人／回 6,475/1,088,703 6,814/1,073,190
11月末
現在

①順調 福祉局
地域包括ケ
ア推進課

主な取組 取組の進捗評価

主な取組

所属担当

所属担当取組の進捗評価
取組実績

単位

取組実績
単位 備考

備考

所属担当

所属担当主な取組
取組実績

取組の進捗評価

取組の進捗評価
取組実績

単位主な取組 備考

備考

１.すすめる
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◆　ライフステージに応じた食育

○教育、保育施設における食育

【保育所】

令和５年度 令和６年度

<こどもの朝食欠食の減少につながる幼児・保護者への啓発>

〔公立保育所〕

朝食紙芝居 人／回 1,695/49 2,977/178
12月末
現在

①順調 こども青少年局 幼保企画課

リーフレットによる啓発 枚 2,111 4,585 ①順調 こども青少年局 幼保企画課

〔民間保育施設〕

リーフレットによる啓発 施設 733 769 ①順調 こども青少年局 幼保企画課

<保育計画に位置づけた食育年間計画の作成の推進（民間保育施設）>

食育年間計画の内容充実に向けた助言 施設 ― 207
12月末
現在

①順調 こども青少年局 幼保企画課

【地域子育て支援施設等】

令和５年度 令和６年度

食の講座の開催 人／回 1235/281 860/215
11月末
現在

①順調

栄養士等を講師とした食に関する講座、食育支
援担当者による離乳食・料理・手作りおやつの
献立紹介や実物展示、調理実習を行い、調理方
法や調理ポイントを説明し、調理に対する不安・
負担感の軽減につなげている。

こども青少年局 保育所運営課

【幼稚園】

令和５年度 令和６年度
＜食物への関心＞

食物への関心に関する取組 ％ 100 100
6月末
現在

①順調
教育委員
会事務局

初等・中学
校教育担当

＜食べる喜びや感謝の気持ち＞

食べる喜びや感謝の気持ちに関する取組 ％ 100 94
6月末
現在

①順調
教育委員
会事務局

初等・中学
校教育担当

＜食習慣の育成＞

食習慣の育成に関する取組 ％ 94 96
6月末
現在

①順調
教育委員
会事務局

初等・中学
校教育担当

＜保護者への啓発＞

保護者への啓発 ％ 100 100
6月末
現在

①順調
教育委員
会事務局

初等・中学
校教育担当

主な取組 単位
取組実績

取組の進捗評価 所属担当備考

主な取組 単位
取組実績

取組の進捗評価 所属担当備考

所属担当主な取組 単位
取組実績

備考 取組の進捗評価
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◆　ライフステージに応じた食育

○教育、保育施設における食育

【小学校・中学校】

令和５年度 令和６年度

＜栄養教育推進事業の充実＞

栄養教育推進事業の充実 回／年 1830 未確定
教育委員会

事務局
保健体育担当

＜中学校における食育指導資料「食育つうしん」の配付＞

中学校における啓発資料（食育つうしん）の配付 回／年 11 ７
11月末
現在

①順調
教育委員会

事務局
保健体育担当

＜食育展の開催＞

食育展の開催 回／年 １ １ ①順調
教育委員会

事務局
保健体育担当

＜学校給食献立コンクールの実施＞

学校給食献立コンクールの実施 回／年 １ １ ①順調
教育委員会

事務局
保健体育担当

＜学校給食＞

学校給食献立表の家庭への配付 回／年 12 8
11月末
現在

①順調
教育委員会

事務局
保健体育担当

試食会の開催 校／年 106 未確定 ①順調
教育委員会

事務局
保健体育担当

学校給食における地場産物を活用した取組 R6～新規指標 未確定
教育委員会

事務局
保健体育担当

＜学校における体系的な食育の推進＞

ICTを活用した食育 R6～新規指標 未確定
教育委員会

事務局
保健体育担当

◆　歯と口腔（こうくう）の健康づくりにおける食育の推進

令和５年度 令和６年度

歯と口腔に関する職員研修等 人／回 486／6 645／7
11月末
現在

①順調 健康局 健康づくり課

地域リハビリテーション活動支援事業 人／回 1,739／117 885／69
11月末
現在

①順調 福祉局
地域包括ケ
ア推進課

◆　食育推進ネットワークの強化

令和５年度 令和６年度
各区食育推進ネットワーク会議の開催 人／回 1,048／84 未確定 健康局 健康づくり課

食育推進ネットワーク情報誌の発行 枚／回 1,554／3 522／2
11月末
現在

①順調 健康局 健康づくり課

◆　食育推進ネットワークを通じた食育の推進

令和５年度 令和６年度

食育展等の開催 人／回 22,965／54 6,003／28
11月末
現在

①順調 健康局 健康づくり課

所属担当取組の進捗評価主な取組 単位
取組実績

備考

所属担当

主な取組 単位
取組実績

備考 取組の進捗評価 所属担当

主な取組 単位
取組実績

備考 取組の進捗評価

所属担当主な取組 単位
取組実績

備考 取組の進捗評価

２．つくる・つながる
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◆　食育ボランティアの養成と活動支援

令和５年度 令和６年度

食育ボランティアの養成 人 393 400
12月末
現在

①順調 健康局 保健所管理課

◆　飲食店を通じた食育の推進

令和５年度 令和６年度

市民への栄養成分表示の活用方法に関する啓発 人／回 4782/13 957/17
11月末
現在

①順調 健康局 保健所管理課

栄養成分表示等を通じた食育（技術的支援） 件 17 15
11月末
現在

①順調 健康局 保健所管理課

◆　「やさいTABE店」を通じた食育の推進

令和５年度 令和６年度

やさいTABE店の登録店舗数 店舗 220 245
10月末
現在

①順調 健康局 保健所管理課

やさいTABE店の周知・啓発 枚 12,000 11,000
11月末
現在

①順調 健康局 保健所管理課

◆　特定給食施設を通じた食育の推進

令和５年度 令和６年度

健康・食生活に関する情報を記載したポスターの配付 枚 456 196
10月末
現在

①順調 健康局 保健所管理課

◆　なにわの伝統野菜の普及啓発

令和５年度 令和６年度

なにわの伝統野菜の普及啓発 部 1990 1937
12月末
現在

①順調 経済戦略局 産業振興課

◆　農業に関するイベントの実施

令和５年度 令和６年度

食関連事業者向けイベント 回 1 １
12月末
現在

①順調 経済戦略局 産業振興課

農業体験 回 2 １
12月末
現在

①順調 経済戦略局 産業振興課

主な取組
取組実績

単位

単位

取組の進捗評価

主な取組
取組実績

主な取組 単位
取組実績

単位 取組の進捗評価

取組の進捗評価

主な取組
取組実績

取組の進捗評価 所属担当

所属担当

備考

備考

備考

備考

所属担当

所属担当

所属担当

主な取組 単位
取組実績

備考 取組の進捗評価 所属担当

主な取組 単位
取組実績

備考 取組の進捗評価
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◆　民間連携による食育の推進

令和５年度 令和６年度

市内の大学等のイベントと連携した取組 人／回 347/4 314/4
12月末
現在

①順調 健康局 健康づくり課

◆　食品ロスの削減

令和５年度 令和６年度

食品ロス削減のために、何らかの行動をしている市民の割合の増加 ％ 99.3 99.3 ①順調 環境局 
家庭ごみ
減量課

◆　調理の工夫で食品ロスを減らす料理教室の開催

令和５年度 令和６年度

親子エコ・クッキングの開催 人／回 15/1 18/1
11月末
現在

①順調 環境局 
家庭ごみ
減量課

調理の工夫で食品ロスを減らす料理教室の開催 人／回 227/10 424/10
11月末
現在

①順調 環境局 
家庭ごみ
減量課

◆　エコ農産物の推進

令和５年度 令和６年度

エコ農産物の申請面積 a 172.72 178.62
12月末
現在

①順調 経済戦略局 産業振興課

◆　大阪市中央卸売市場の食育

令和５年度 令和６年度

市場見学 人 1,883 2,623
11月末
現在

①順調 中央卸売市場 企画課

料理教室 人／回 715／35 656／26
11月末
現在

①順調 中央卸売市場 企画課

◆　消費生活に関する講座の開催

令和５年度 令和６年度

エルちゃんの“わん”デー講座 人／回 65／2 59／1
12月末
現在

①順調 市民局 消費者センター

所属担当主な取組 単位
取組実績

備考 取組の進捗評価

所属担当

主な取組 単位
取組実績

備考 取組の進捗評価 所属担当

主な取組 単位
取組実績

備考 取組の進捗評価

所属担当

主な取組 単位
取組実績

備考 取組の進捗評価 所属担当

主な取組 単位
取組実績

備考 取組の進捗評価

所属担当主な取組 単位
取組実績

備考 取組の進捗評価

３.安心・安全
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◆　食品表示の適正化に関する取組

令和５年度 令和６年度

食品表示の適正化の取り組み -
適宜監視・指導

を実施
適宜監視・指導

を実施
①順調 健康局 生活衛生課

◆　食品衛生に関する講習会の開催及び積極的な情報発信

令和５年度 令和６年度

若い世代を対象とした食品衛生講習会 人／回 2,016／84 未確定 ①順調

コロナ禍の影響も無くなり、順調に講習会を実施
できている。今年度の実績についても全て集計
はできていないが、昨年と同様の実施状況であ
り、50回は達成できる見込みである。

健康局 生活衛生課

◆　食の安全市民体験型学習会の開催

令和５年度 令和６年度

食の安全安心体験学習 人／回 14／１ 17／１ ①順調 健康局 生活衛生課

◆　大阪市食品衛生監視指導計画策定時における市民等の意見反映

令和５年度 令和６年度

大阪市食品衛生監視指導計画の策定に係るパブリック・コメントの実施 回 １
令和７年１月実

施予定
①順調 健康局 生活衛生課

◆　災害時の備えについての啓発

令和５年度 令和６年度

家庭での食品備蓄等の啓発 人／回 7781/480 3875/193
11月末
現在

①順調 健康局 健康づくり課

災害時のためのパッククッキングレシピ集HP掲載 件 ―
1,495アクセス
95ダウンロード

11月末
現在

①順調 健康局 保健所管理課

特定給食施設指導時における災害時の食事提供体制
についての指導・助言

施設 276 132
11月末
現在

①順調 健康局 保健所管理課

給食施設における災害時の食事提供に関する取り組み事例HP掲載 件 5 2（予定） ①順調 健康局 保健所管理課

取組実績

取組実績

取組の進捗評価

取組の進捗評価

取組実績
備考

備考

備考

単位

主な取組

単位 取組の進捗評価

取組実績
備考

備考 所属担当

主な取組

単位

主な取組

主な取組

所属担当

所属担当

所属担当

所属担当

主な取組
取組実績

取組の進捗評価

取組の進捗評価

単位

単位

－6－



令和６年度 食育月間の取組

野菜摂取量の簡易診断（ベジチェック）の実施

実施場所：食育推進全国大会、区役所、商業施設、大学、
社員食堂の食育キャンペーンブース等 計17か所

参加人数：2,693人
内容：
① ベジチェックを用いた簡易野菜摂取量の測定
② 今後の食行動変容のための「やさいがんばる宣言」
③ リーフレット配付

・野菜をたくさん食べられる簡単レシピ「ふたてまレシピ」
・「大阪市やさいTABE店」リーフレット
・野菜を食べるメリットについて記載した「やさい新聞」

資料３



農林水産省の食育活動表彰において、
大阪市食生活改善推進員協議会が
「消費・安全局長賞」を受賞
されました。

ワクワクEXPO with 第19回食育推進全国大会

＜大会概要＞

◇日時：令和６年６月１日（土）10時～17時
２日（日）10時～16時

◇会場：大阪南港ＡＴＣホール
◇テーマ：いのち輝くミライ食育
◇主な内容：
・食育活動表彰
・食育に関するステージイベント・ブース展示
・大阪産農林水産物や大阪ゆかりの料理等の
飲食・販売

◇出展者数：188団体
◇来場者数：約30,000人

（6/1約13,000人 6/2約17,000人）

紹介動画



「たべやん」の着ぐるみが完成、各種イベントで活躍しました。

食育推進キャラクター「たべやん」の活動

ミャクミャク、もずやんとも共演

こどもたちにも大人気

やさいTABE店でランチ

ベジチェック

野菜計量クイズに挑戦



資料４

1 大阪市食生活改善推進員協議会

2 一般社団法人　大阪府医師会

3 公益社団法人　大阪府栄養士会

4 一般社団法人　大阪府歯科医師会

5 一般社団法人　大阪府薬剤師会

6 大阪市学校保健会

7 一般社団法人　大阪市私立保育連盟

8 一般社団法人　大阪市私立幼稚園連合会

9 社会福祉法人　大阪市社会福祉協議会

10 大阪市農業協同組合

11 近畿百貨店協会

12 日本チェーンストア協会　関西支部

13 公益社団法人  大阪食品衛生協会

14 大阪市PTA協議会

15 公立大学法人　大阪公立大学

16 市民委員
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第４次大阪市食育推進連絡調整会議開催要綱 

 

（開催） 

第１条  食育基本法（平成１７年法律第６３号）第 18 条に規定する市町村食育

推進計画（ 以下「第４次大阪市食育推進計画」という。）の策定及び食育

推進に関する必要な事項について、意見を聴取することを目的として、第

４次大阪市食育推進連絡調整会議（以下「会議」という。）を開催する。 

 

（会議のメンバー） 

第２条 会議のメンバーは、学識経験者、市内において積極的な食育推進活動を

行う団体の代表者、公募により選考された市民その他健康局長が適当と認

める者のうちから健康局長が委嘱する。 

２ メンバーの任期は２年とする。ただし、欠員が生じた場合の後任者の任

期は、前任者の残任期間とする。 

３ 前項に掲げる公募の方法は、別に定める。 

 

（座長） 

第３条  会議の座長は、メンバーの互選により定める。 

２ 座長は、会議の議事を進行する。 

３ 座長に事故がある場合には、あらかじめ座長が指名するメンバーがその職

務を代理する。 

 

（開催期間） 

第４条 会議は、「第４次大阪市食育推進計画」の計画期間中開催する。 

 

（施行の細目） 

第５条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営に必要な事項は、健康局長が

定める。 

 

 

 

附 則 

  この要綱は、令和６年６月 24 日から施行する。 



          第４次大阪市食育推進連絡調整会議メンバー公募要領 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、第４次大阪市食育推進連絡調整会議開催要綱第２条第３項の規定に基づき、

第４次大阪市食育推進連絡調整会議メンバー（以下「メンバー」という。）の公募方法につ

いて必要な事項を定める。 

 

（応募の資格） 

第２条 応募の資格は次のとおりとする。 

（１） 年齢１８歳以上の者 

（２） 本市に引き続き１年以上居住する者 

（３） 本市の附属機関等のメンバーに委嘱されていない者 

（４） 本市職員又は本市外郭団体職員でない者 

 

（公募するメンバー数） 

第３条 公募するメンバーの人数は２名以内とする。 

 

（メンバーの公募方法） 

第４条 メンバーの公募にあたっては、広報により広く周知する。 

２ 応募者には、食育に関する小論文等の提出を求める。 

 

（選考委員会の開催等） 

第５条 メンバーの選考にあたっては、選考委員会（以下「委員会」という。）を開催する。 

２ 委員会は、健康局における次の役職にある者をもって構成する。 

健康推進部長、健康施策課長、健康づくり課長、健康推進部保健主幹（栄養士） 

３ 前項に掲げるもののほか、健康推進部長が指名する者を委員会委員とすることができる。 

４ 委員会に、選考委員長（以下「委員長」という。）を置く。 

５ 委員長は、健康推進部長とする。 

６ 委員会は、必要に応じ、委員長が招集する。 

７ 委員会の庶務は、健康づくり課において処理する。 

 

（メンバーの選考） 

第６条 メンバーに応募のあった者については、委員会において審査する。 

２ メンバーの選考にあたっては、第４条第２項により提出された小論文等により判断する。た

だし、必要に応じ、委員会による面接を行うことができる。 

３ メンバーの選考にあたっては、性別、年代、及び地域のバランスを考慮する。 

 

（選考結果の通知） 

第７条 選考の結果については、応募者本人に対し通知する。 

 

（その他） 

第８条 この要領に定めるもののほか、委員会の議事その他の運営に関し必要な事項は、委員長

が定める。 

 

    附 則 

この要領は令和６年６月 24日から施行する。 



第４次大阪市食育推進連絡調整会議メンバー公募要領細則 

 

 第４次大阪市食育推進連絡調整会議メンバー公募要領第６条第１項に規定する

メンバーの選考については、次の各号の規定による。 

 

１ 小論文での選考基準 

 

 Ａ 実際の食育の実践を踏まえての意見・提言であるか 

 Ｂ 具体的かつユニークな意見・提言であるか 

 Ｃ 問題意識の強さ 

 Ｄ 第４次大阪市食育推進計画への期待度 

 Ｅ 食育推進の意義についての理解度 

 

  それぞれの項目毎に、２点、１点、０点で３段階評価を行ない、高い評価に

対して高得点を与えるものとする。点数の高い者より優先順位をつける。 

 

２ アンケートの実施 

 

 応募者全員にアンケートを実施し、応募の動機、実際の食育の経験、ボランテ

ィア活動歴、職歴や公職歴、会議への出席の可能性の有無等を聞き、人物評価を

する上での参考資料とする。 

 

３ 総合的判断 

 

 小論文での得点とアンケートから総合的に判断して、メンバーを１名ないし２

名選考する。 
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